
www.cookmedical.co.jpM E D I C A L

Rösch-Uchida
T R A N S J U G U L A R  L I V E R  AC C E S S  S E T

Transjugular liver access
図解付きガイド



経頸静脈経肝門脈穿刺用にデザインされた 
アクセスセットが処置をサポートします。
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チェックフロー イントロデューサ付き Rösch-Uchida 経頸静脈経肝門脈アクセスセット

G06929 RUPS-100 10/40 .038 62.5 14 51.5

Features and benefits

Rösch-Uchida
T R A N S J U G U L A R  L I V E R  AC C E S S  S E T

• スティフニングカニューラが穿刺時の安定性を強化

• トロッカースタイレットが経頸静脈的な肝臓へのアクセスを 
サポートし、ガイドワイヤ、カテーテル、シースを容易に留置

• トロッカースタイレット先端の X 線不透過性チップにより、 
より高い視認性を実現

• Flexor®シースデザインによりキンクや圧縮を低減し、 
柔軟性を確保

使用するカテーテル等の器具がシースに適合するよう、挿入前に器具の最大径を確認してください。 販売名:  経頸静脈経肝門脈穿刺セット
承認番号： 20500BZY00270000



Transjugular liver access
図解付きガイド

1 7マイクロパンクチャー法または18G
標準アクセス法を用いて、.035 inch 
径ガイドワイヤを頸静脈から下大静
脈に進めます。

詳細な使用方法や注意事項は添付文書を参照してください。

上図は RUPS-100

10 Frカテーテルとカニューラの
セットを下方に向け、前方に回転
させます。（ニードルの底板に表示
された矢印は、ニードルのカーブの
方向を示します。） 

10 Fr ダイレータ付き 
Flexor チェックフロー

イントロデューサ

.038 inch 径トロッカースタイレット

5 Fr カテーテル

14G スティフニングカニューラ

10 Fr カテーテル

12 Fr ダイレータ

Rösch-Uchida
経頸静脈経肝門脈

アクセスセットの組み立て図



ガイドワイヤを介して適切なカテー
テルを、右肝静脈（RHV）または肝静
脈枝に挿入します。

（ガイドワイヤおよびカテーテルは
セットに含まれておりません）

イントロデューサの挿入部を 12 Fr ダイ
レータで拡張します。そして、ガイド
ワイヤに沿って、 あらかじめ組み立てた
Flexor チェックフローイントロデューサ
を肝静脈に進めます。ガイドワイヤを
残したまま、ダイレータを抜去します。

5 Fr カテーテルからトロッカー
スタイレットを抜去します。 
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安全な遠位部にガイドワイヤを残し、
カテーテルを抜去します。

10 Fr カテーテルとカニューラの
セットの先端を静脈壁に押しつけ
ます。

5 Fr カテーテルとトロッカースタイ
レットのセットを一挙動で前方に
押し出し、肝実質から門脈へ穿刺
します。

血液の逆流を確認しながら、  
5 Fr カテーテルの先端を門脈内
に配置します。

少量の造影剤を注入し、 5 Fr  
カテーテルが門 脈内にある 
ことを確認します。

造影剤を入れたシリンジを 5 Fr 
カテーテルに接続し、吸引しな
が ら血 液 が見 えるま で 5 Fr
カテーテルを引き戻します。 
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10 Fr PTFE カテーテルに 14G スティフ
ニングカニューラを挿入します。

ガイドワイヤに沿って 10 Fr カテー
テルとカニューラのセットをイントロ
デューサシースに挿入します。10Fr
カテーテルとカニューラのセットを
門脈遠位に配置し、 ガイドワイヤを
抜去します。

5 Fr カテーテルにトロッカースタイ
レットを挿入します。

注 記： スタイレット 先 端 は 10 Fr 
PTFE カテーテルの端から出ないよ
うにしてください。

5 Fr カテーテルとトロッカースタイ
レットのセットを、 10 Fr カテーテル
とカニューラのセットに挿入します。

5 Fr カテーテルにガイドワイヤ
を挿入し、門脈枝に進め、主門脈

（MPV）を選択します。

14G スティフニングカニューラ
を安定した位置で保持し、5Fr 
カテーテルとガイドワイヤに
沿って、10Fr   PTFE カテーテルと
イントロデューサ進めます。10Fr 
P T F E  カテーテルとイントロ
デューサが肝実質内を横断して
門脈に達するまで、さらに進め
ます。
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12 セットから 14G スティフニング
カニューラと 5 Fr カテーテルを
取り出します。

イントロデューサでアクセスを
維持しながら、必要な診断検査
またはインターベンション治療
に応じてガイドワイヤと 10 Fr 
PTFE カテーテルを抜去したり、
そのまま利用することができ
ます。
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